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ご存知の方が多いこととは思いますが、平成１７年度から、その当時災害救援活動

を行っていた全国のボランティア団体などが、静岡県で行われる研修会を通じて役割

分担の確認や連携を図ってきました。東日本大震災ではその顔の見える関係が活か

されたと思います。 

 

ただ、あまりにも広範囲な複合災害だったために今後の課題も残っていますが、静

岡県の行っているような研修会を今後も多くの地域で行っていく必要があると思いま

す。 

 

また、静岡県では県内のボランティア参加者が多数有り、自分達の地域をどのよう

に守るのか？県外の支援者にどのようなことをお願いするのか、検討する研修会も

同時進行で行われています。地域で命と暮らしをどのように守るのかは、小さい地域

単位で検討することが必要だと思います。 

 

この資料は、主催者の特定非営利活動法人 静岡県ボランティア協会が作成協力

してくださいました。 
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静岡県内外の災害ボランティアによる救援活動のための図上訓練 

１．目 的 

静岡県では東海地震が起きた際、各市・町の災害ボランティア本部、市町災害ボランティア本部の後

方支援にあたる“県災害ボランティア支援センター”、さらに県域の本部・情報センターとなる“県災害ボラ

ンティア本部・情報センター”の設置によるボランティア支援体制を考えてきた。しかし、東海地震では県

下全域が甚大な被害を受けることが予想され、その体制づくりには、担い手の確保をはじめ大変多くの課

題がある。 

そこで、平常時から静岡県内外の災害ボランティアと関係者が信頼関係の構築と情報交換を行い、災

害時には顔の見える関係者が互いに協力しながら救援活動を迅速に進めていく広域支援の仕組みを考

える場として「静岡県内外の災害ボランティアによる救援活動のための図上訓練」を行うことになっ

た。想定は東海地震であるが、“災害時に取り残される地域をつくらない”“最後の一人まで救う”

ための広域連携を共に考え、他の大規模災害時にも活かせる訓練を目指している。 
第 7 回目となった平成 23 年度の訓練では、東日本大震災におけるボランティア活動の検証や課

題を踏まえ、「再び －語り出す・学ぶ・つくる・決める・つながる・育む－」をテーマに、静岡

県内外から集まった 350 名にのぼる参加者が、2 日間にわたるプログラムに取り組んだ。 

２．主催・共催・協力 

本訓練は、東海地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委員会と静岡県ボランティア協

会が実施主体となり、県内外の多くの方々のご協力を得ながら 7 年間にわたり開催している。平

成 17 年度から 3 年間は、静岡県委託事業と静岡県ボランティア協会自主事業の同時開催で、また

平成 20 年度からは静岡県労働者福祉基金協会の委託事業として実施し、県内の各市町社会福祉協

議会や県社会福祉協議会、労働者福祉基金協会、連合静岡の共催・協力を得ている。さらに、NTT
西日本静岡支店による訓練会場への電話及びインターネット回線の設置、ダイドードリンコや伊

藤園等の飲料提供など、企業にも多大な支援をいただいている。 
また、当日の運営にあたっては訓練世話人を選出し協力を得たほか、第 5 回からはネットワー

ク委員会のもとに訓練プログラムの企画と運営にあたるワーキンググループを設置し、県内外の

若手を中心としたメンバーが大きな力を発揮している。 

３．実施日 

 2 月末または 3 月上旬に、土・日曜日の 2 日間をかけて実施（第 1 回のみ 1 日開催）。 

４．会 場 

300 人規模の参加者が一堂に会し、また、チームに分かれて討議するスペースが確保できる会

場（第 1・2 回：中学校体育館、第 3～6 回：市民文化会館、第 7 回：静岡県総合社会福祉会館)。 

５．参加者・人数 

 県内外の災害ボランティア団体・社会福祉協議会・行政・その他関係団体や組織のメンバー。

第 5 回目からは、所定の事前学習の履行と原則 2 日間の参加を条件とした。なお、訓練には毎回、

内閣府をはじめ行政や関係機関等のオブザーバー参加も得ている。 
 第 1 回：182 名（県内：158、県外：24）、第 2 回：1 日目…140 名(県内 99、県外 41）・2 日目

…162 名(県内 107、県外 55）、第 3 回：1 日目…205 名(県内 139、県外 66）・2 日目…219 名(県
内 152、県外 67）、第 4 回：1 日目…290 名(県内 197、県外 93）・2 日目…298 名(県内 206、県外

92）、第 5 回：335 名(県内 215、県外 83、見学・ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ他 37）、第 6 回：297 名(県内 216、
県外 81）、第 7 回：343 名（県内 237、県外 106） 

６．実施方法 

 第 1 回・第 2 回は統制班から付与される状況に対応するロールプレイ形式で行ったが、訓練成

果の検証を踏まえ、第 3 回以降はチームごとに課題を検討するワークショップ形式を主に用いて

いる。 
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